
「ガ リバ ー」 と 「ア リス」 にみ る

大 き さの表 現 を め ぐって

笠 井 勝 子
§0.こ こに、一見伽話風の作品が二つある。イギ リスの諷刺文学の代表 と

も見做 されているス イフ トの 「ガ リバー旅行記」と、新造語を出した こと

で も有名なルィス ・キ ャロルの 「不思議の国のアリス」である。

伽話風 といったのは、この世に存在 レない国々の話であ り、子供が読ん

で も、それな りの面白さが十分あるし、また、不思議の国の風変 りな出来

事は、子供達の夢 を存分に満足させて くれるものだか らである。

一見、と言 ったのは、伽話風の構成でありなが ら、作者 の意図は遥かに

深い所にあったとい うことである。 「ガリバー旅行記」について、 漱石は、

"厂ガリヴ
ァ旅行記」に在 っては抽象的真理を述べんとして居るσ 普 遍的命

題を述べんとして居 る"(「 文学評論」P.455～6)と 書 いている。 「不思ノ
議 の 国 の ア リ ス 」 の 方 は"・ …booksforchildrenthathadthea(短an-

tageofappealingbytheirhumour,.logic,andinventiveabsurd-

itytogrown-upPeoplealso'.'(TheOxfordCompanion孟oEnglish

五漉 観 解e、 で 、 単 な る 児 童 文 学 の 域 に 収 ま り切 れ な い 用 語 の 面 白 さ を

具 え て い る 。

●

この二つの作品は、中に出て くる人間の大 きさが普通でない。 以下は、

この点につ いて考 えたものである。

§1.「 ガ リバ7旅 行 記」 の 語 り口 は、 真 しや か で 、現 実 に起 った航 海 記 と

い う虚 構 の上 に立 って い る 。 巻 頭 に出 て く るTheP励 ♂`8んε撹othe

Readerの 中 の 次 の よ うな1節 か ら も、 そ の 一 端 が うか が え る。

Thereisanairoftruth.apparentthroughthewhole;andin一
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「ガ リバ ー」と「ア リス」にみ る大 き さの表 現 を め ぐって

deedtheauthorwassodistinguishedforhisveracity,thatitbe-

cameasortofproverbamonghisneighboursatRedriff,when

anyoneaffirmedathing,tosay,itwasastrueasifMr.Gulli-

verhadspokeit.(Everyman'sLibraryeditionp.8)

これ に 対 して 、 「不 思 議 の 国 の ア リス 」 の 方 は 、 子 供 が 昼 寝 の 間 に夢 で 見

た 不 思 議 の 国 の 物 語 と し て 、 作 り話 、 嘘 と い う こ ど が 大 っ ぴ ら に な っ て い

る 。 そ の 終 り近 く に 次 の よ う な 一 節 が あ る 。

`Oh
,1'vehadsuchacuriousdream'saidAlice,andshetold

hersister,aswellasshecouldrememberthem,allthesestrange

Adventuresofhersthatyouhavejustbeenreadingabout;

(PuffinBookp.159.)

ど ち ら も フ ィ ク シ ョ ン で あ る こ と に 変 り は な い が 、 そ の 虚 構 が 、 「ガ リバ

ー 」 で は 、 現 実 に 生 じ た 出 来 事 と し て 展 開 し て い く の に 対 し て 、 「ア リス 」

の 方 は 、 不 思 議 の 国(実 在 し な い 世 界)で 生 じ る 出 来 事 と し て 展 開 し て ゆ ・

く。 つ ま り二 つ の 虚 構 の 成 り方 は 逆 の 方 向 を 向 い て い る の で あ る 。 こ の 相

異 が 、 大 き さ の 描 写 の 部 分 に どの よ うに あ らわ れ るか 、以 下 で み て ゆ きた い 。

§2.Gulliver'sTravellsの 中 で 、 初 め に 出 て く るAVoyage孟oEJ伽 励

を 例 に と っ て み よ う。 こ の 国 は 周 知 の 通 り、Gulliverを`ManMount-

●

ain'と 描 写 す る小 人 の 国 で あ る。 この 中 で小 人 の 国 の 大 きさ につ いて 、

具 体 的 に明 確 な数 字 を挙 げることが 多 い。Lilliput国 の 描 写 に で て く る

数 値 は 、 概 略 、`ahumancreaturenotsixincheshigh'と`in七he

proportionoftwelvetoone'と に基 づ い て 、 明 確 に規 定 され て い る。

これ に対 して、 ア リスの方 は、例 をAlice'8AdventuresinWonderland

に と る と、 数 字 も出 て は くる け れ ど も、具 体 的 な 大 き さを 問 題 に す る よ り

も、 相 対 的 に大 き くな った 、或 い は小 さ くな った 、 とい う表 現 、 も し くは 、

そ の 大 き くな り様 、小 さ くな り様 に つ い て の描 写 が 多 い。
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「ガ リバ ー」と「ア リス」にみ る大 き さの表 現 を め ぐって

この相 異 明 確 な数 字 を一 々挙 げ て大 き さ を描 写 す る 「ガ リバ ー」と、

具 体 的 な 数 字 を挙 げ る こ とが 少 な い 「ア リス」の 相 異 は 、先 に述 べ た 虚

構 の成 り方 の相 異 を反 映 し た もの と思 わ れ る。 、数 字 を枚 挙 す る ことは 、現

実 に生 じた 出来 事 ら し くす る一 つ の 要 素 に な る と考 え られ るが ・ 厂ア リス」

に は、 そ の よ うな必 要 は な か っ た の で あ る。 漱 石 は、 先 に引 用 した こ とば

を続 け て 、 次 の ように書 い て い る 。"抽 象 的 真 理 を述 べ るの で あ るか ら して 、

之 を文 学 的 に す る に は単 に具 体 的 に表 は せ ば 可 い の で あ る"(p.456),ま

た"ス ヰ フ トが 写 実 的 の想 像 を す る時 に は 屹 度 数 字 を擔 ぎ出 す"(p.520),

"ス ヰ フ トの想 像 は詩 的 と云 ふ よ り も寧 ろ散 文 的 だ と云 へ る
,散 文 的 と云

う よ り も寧 ろ事 実 的 だ と云 へ る"(p.523)。

数 字 は、 彼 の 想 像(虚 構)を 真 しや か に、 事 実 と して 、 写 実 的 に描 き出

す 為 に使 わ れ て い る,と 言 っ て よ いだ ろ う。

「ガ リバ ー」の著 者JonathanSwift(1667-1745)は1713年 に ダ ブ リ ン

のSt.PatrickChurchのdeanに な った 。Gulliver'sTravellsは1726

年 に出 版 され て い る。 「ア リス」の著 者CharlesLutwidgeDodgson(1832

-98)はOxford大 学 のmathematicallecturerで あ っ た(1855-1881)。

Alice・8AdventuresinWondeslandは1865年 に世 に 出 て い る。 彼 に は数

学 の 論 文 もい くつ か あ り、 そ の 中 でEuclidandhisModernRivals

(1879)は 好 著 と され て い る。

§3.こ こ で は 、AVoyageあE〃`P嘘(Everyman'sLibraryの 版)か

ら、 大 き さ を描 写 した 部 分 を引 用 して 、 い くつ か 気 の 付 い た点 につ いて 述

べ る こ と とす る 。

i

1.ahumancreaturenotsixincheshighEp.16)

身 の 丈6イ ン チ 足 ら ず の 人 間
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「ガ リバ ー」と厂ア リス」に み る大 きさの表現 をめ ぐって
■

記録の首科事典 を開 くと、世界で;;小 さい小人で58セ ンチ とい う記録

が あ る。

2.astageerectedaboutafootandahalffromtheground

(p.17)

地 面 か ら高 さ1フ ィー ト半 ほ ど の舞 台

この 舞 台 は 、 発 見 され た 当 初 の ガ リバ ー を 地 面 に が ん じが らめ に縛 りっ

けて お いて 、彼 に 向 っ て皇 帝 の 使 者 が 演 説 を す る1そ の た め の舞 台 で あ る 。

3.theemperor'slargesthorses,eachaboutfourinchesanda

halfhigh(p.22)

皇 帝 所 有 の 大 き い 馬 で ど れ も背 丈4イ ン チ 半 は あ っ た 。

4.Thegreatgatefrontingtothenorthwas-aboutfourfeet

high,andalmosttwofeetwide,(p.23)

北 向 き の 大 き な 門 は 、 高 さ が 約4フ ィ ー ト、 巾 は2フ ィ ー トに 近 い 。

Lilliputで 一 番 大 き い 寺 院 の 門 の こ とで 、 こ こ に ガ リ バ ー が 繋 が れ る 。

5.thetallesttrees,asIcouldjudge,appearedtobeseven

feethigh(p.24)

一 番 高 い 樹 木 は
、 見 た と こ ろ7フ ィ ー トは あ っ た 。

こ の 樹 木 の 高 さ は 、 この 国 の 住 人 の 背 丈 を 考 え合 わ せ る と 、 巨 木 の 感 が

あ る ・ こ れ は 隣 国Blefuscuで も 同 ⇔事 情 で あ っ た と思 わ れ る が 、 最 後 に

Blefuscuの 海 岸 に 漂 っ て い る ボ ー ト を 修 復 し て 、 英 国 へ 出 立 す る 件 で 、

木 材 を 削 っ て 櫂 を 作 る 、Iwasatincrediblepainsincuttingdown

someofthelargesttimbertreesforoarsandmasts(P・77)そ の

材 料 と な る の で あ る 。

一32一



「ガ リバ ー」と「ア リス」にみ る大 き さの表 現 を め ぐ って

6.Heheldhissworddrawninhishand・ …,・・;itwasalmost

threeincheslong,(p.26)

手 に は 護 身 用 の 剣 を 抜 い て 持 っ て い た 。 長 さ は3イ ン チ ほ ど で あ っ た 。

皇 帝 の 剣 の 長 さ。6イ ン チ の 身 長 を 考 え合 わ せ れ ば よ い 。

7.Sixhundredbedsofthecommonmeasurewerebroughtin ま
carriages,・ ・・…;anhundredandfiftyoftheirbedssownto-

gethermadeupthebreadthandlength,andthesewere

fourdouble(p.27)

し

普 通 の 大 き さの ベ ッ トが600人.分 、車 で運 び 込 ま れ た …150人 分 を縫

い合 わ せ て(私 に 合 う)巾 と丈 の もの が 出 来 る、 そ れ を 四枚 重 ね る。

ガ リバ ー とLilliput人 との 身長 の 比 が12対1(引 用 文12)と い う と こ ろ

と ほ ぼ一 致 す 乙(縦 に12枚 、横 に12枚 を敷 きっ め る と144枚 に な る)。

/

8.fromwhich,ontheleftside,hungaswordofthelength

offivemen;(p.32)

皮 の 腰 帯 の 左 側 に は5人 の 身 の 丈 を 合 わ せ た 長 さ の 剣 を 一 本 下 げ て
'

い る。

ガ リバ ー の剣 を小 人 が 描 写 して い る と こ ろ。

9.therope-dancers,performeduponaslenderwhitethread,

extendedabouttwofoot,andtwelveinchesfrom-the

ground.(p.35)

綱 渡 り は2フ ィ,一 ト程 の 長 さ の 細 い ヒモ を 地 面 か ら12イ ン チ の と こ

ろ に 張 っ て そ の 上 で や っ た 。

渡 し た 綱 の 高 さ が 地 上2フ ィ ー ト12イ ン チ で あ る 、 と訳 し た 本 も あ る そ

うだ が 、twofootの 次 にcommaが あ る か ら 、 綱 の 長 さ の 方 が2フ ィー ト
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「ガ リバ ー」と「ア リス」に み る大 き さの表 現 を め ぐっ て

で あ ろ う。LiIliput人 に は近 くめ もの しか 見 えな い(引 用 文22)『 こ と、

ま た6イ ンチ足 らず の背 丈 で あ る こ とを考 え合 わせ れ ば 、地 上12イ ン チ の

と ころ で 曲 芸 を した と考 え て よ い。

10.Theemperorlaysonatablethreefinesilkenthreads
,of

sixincheslong.(中 略),whichtheyallweargirttwice

roundaboixtthemiddle;(p .36)

6イ ンチの長 さの三本の見事な絹紐 を机の上にお く。 それを戴いた

廷臣た ちはみな腰のまわ りに二重に巻いてつける。

11.thesaidManMountainshallhavea .dailyallowanceof

meatanddrink,sufficientforthesupportof17240four

sudjects;(p.41)

我 が 臣 民1724人 扶 持 の 食 料 と飲 料 を 与 え る 。

12.havingtakenthe.heightofmybodybythehelpofaquad-

rant,andfindingittoexceedtheirsintheproportionof

twelvetoone,theyconcludedfromthesimilarityoftheir

bodies,thatminemustcontainatleast17240ftheirs ,

(p.42)

四 分 儀 で 私 の 背 丈 を 測 っ て み た と こ ろ 、 彼 ら の 背 丈 と の 比 は12対1

に も な っ た 。 双 方 の 身 体 の 相 似 か ら、 私 の 身 体 は 少 く と も1724人 分

の 体 積 が あ る と推 定 し た 。

こ の1724と い う数 字 は 、 身 体 の 体 積 を 出 す た め に 身 長 の 比 率12を 、 縦 、

横 、 高 さ に 当 て て 出 し た もの で 、 こ の 十 二 分 の 一 ど い う比 率 は 、 他 の 事 物

に つ い て も 当 て は ま る と考 え て よ い 。 先 に 出 た 樹 木 の 高 さ は 、 、 こ の 点 か
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一 「ガ リバ ー」と「ア リス」にみ る大 きさの表 現 をや ぐって一

らみ る と ど うで あ るか 。7フ ィー トを12倍 に して 、 メ ー トル に直 す と25.6

メ ー トル の 高 さに な る。 新 宿御 苑 の 中 で一 番 高 い 木 は34m(百 合 の 木)あ

る とい うこ とで あ るか ら、市 中 の 御 苑 の木 の高 さ として7フ ィー トとい う
i

のは不 自然な高 さではない。

13.Thewallwhichencompassedit,istwofeetandanhalf

high,andatleasteleveninchesbroad,(43)

町 を 囲 む 城 壁 は 、 高 さ が2フ ィ ー ト半 、 巾 は11イ ン チ は あ っ た 。

14.eachsideofthewallbeinghundredfootlong.(p.43)

(正 方 形 を し て い る 町 の)城 壁 の 一 辺 は500フ ィ ー トあ る 。

15.Thetwogreatstreets・ ・・…arefivefootwide(p.43)

二 つ の 大 通 りの 巾 は5フ ィ ー ト。

16.The .lanesandalleys・ ・・…arefromtwelvetoeighteeninches

(p:43)

小 路 や 横 丁 の 巾 は12イ ン チ か ら18イ ン チ 。

17.Itisinclosedbyawalloftwofoothigh,andtwentyfoot

distantfromthebuildings.(p.43)

皇 帝 の 宮 殿 は 高 さ2フ ィ ー ト の 壁 に 囲 ま れ て い て 建 物 は20フ ィ ー ト

ほ ど 奥 に 立 っ て い た 。

18.thegreatgates,fromonesquareintoanother,werebut

eighteenincheshigh,andseven:incheswide.(p.43)

宮 殿 の 広 場 か ら広 場 へ 通 じ る大 門 は 高 さ18イ ン チ ・ 巾7イ ン チ し か
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「ガ リバ ー」と 「ア リ ス」に み る 大 き さ の 表 現 を め ぐ っ て 一

な か っ た 。

19.'th・b・ildi・g,。fth。6。ter,。urtwereat・1。a,tfiv。f。 。t

high(pp.43-44)

外 苑 に あ る 建 物 の 高 さ は 、 少 く と も5フ ィ ー トは あ っ た 。

20.cuttingdownwithmyknifesomeofthelargesttreesin

theroyalpark,'・ ・・…OfthesetreesImadetwostools,

eachaboutthreefoothigh

御 苑 の 一 番 高 そ う な 木 を 数 本 切 っ て 、 高 さ約3フ ィ ニ ト の 踏 み 台 を

2っ 作 っ た 。

21.thetallesthorsesandoxenarebetweenfourandfiveinch-

esinheight,thesheepaninchandahalf,moreorless;

theirgeeseaboutthebignessofasparrow(p.55)

ae大 き い 馬 や 牛 で 高 さ が4イ ン チ か ら5イ ン チ 、 羊 は1イ ン チ 半

内 外 、 鵞 鳥 は(イ ギ リ ス の)雀 く ら い の 大 き 翻

22.untilyoucometothesmallest,which,tomysight,were

almostinvisible;butnaturebathadaptedtheeyesofthe

Lilliputianstoallobjectsproperfortheirview:theysee

withgreatexactness,butatnogreatdistance.Andto

shew.thesharpnessoftheirsighttowardsobjectsthat

arenear,Ihavebeenmuchpleasedwithobserving・ …a

younggirlthreadinganinvisibleneedlewithinvisiblesilk.

(p.55)

::小 さ い も の に な る と 、 私 の 宅肋 で は ほ と ん ど 見 え な い 。 し か し
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「ガ リバー」と「ア リス」にみ る大 きさの表現 をめ ぐって

自然は リリパ ット人の目をそ うした物を見 るよ うに作 っている。彼

らは(細 かいものは)精 確に見 るけれ ども遠 くは見 えない。近 くの

ものを非常に精確 にみることは、例 えば、若い娘が(私 には〉見 え

ない針に見 えない糸を通しているのを見て面白 く思 った ことがある。

の
23.totakeupthecoachandtwohorses・ …andplacethemon

atable,whereIhadfixedamoveablerimquiteround,of

fiveincheshigh,toprevent.accidents.(p.64)

馬 車 と馬 とを テ ー ブ ル の 上 に乗 せ た 。 テ ー ブ ル の縁 は事 故 を 防 ぐた

め に5イ ンチ の 高 さの取 りは ず し 自在 の 縁 枠 を立 て た 。

この 、 事 故 防止 につ け る枠 の 高 さは、 次 に引 用 す る模 擬 試 合 を行 うハ ン

カ チ の 舞 台 の欄 干 の 高 さ と同 じ5イ ンチ で あ る 。 こ ち ら は馬 車 、次 の は騎

一馬 め た め に つ けた もの で 、馬 の 背 丈 は 大 きい もの で4～5冒 ン チ(引 用 文

21)あ る。

24. I had the good fortune to divert the emperor one day, af-

   ter a very extraordinary manner. I desired he would or-

   der several sticks of two foot high, and the thickness of 

   an ordinary cane, to be brought  me  ; whereupon his  Majes-

   ty commanded the master of his woods to give directions 

    accordingly  ; and the next morning, six wood-men 

   arrived with as many carriages, drawn by eight horses to 

   each. I took nine of these sticks, and fixing them firmly 

   in the ground in a quadrangular figure, two foot and a 

   half  square  ; I took four other sticks, and tyed them par-

   allel at each corner, about two foot from the ground; then 

    I fastned my handkerchief to the nine sticks that stood
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厂ガ リバ ー」と「ア リス」にみ る大 きさの表現 をめ ぐ
って一

 erected  ; and extended it on all sides, until it was as 

tight as the top of a  drum  ; and the four parallel sticks 

rising about five inches higher than the  handkerchief , 
served as ledges on each  side.  (pp.36  —  37)

高 さ2フ ィー トの棒 を取 り寄せて、先づ9本 を地面 に立てて正方形

を形 どり・その一辺の長 さが2フ ィー ト半。次に4本 の棒 を地面か

ら約2フ ィー トの高 さの所で水平にして四隅に縛 りつける。ハンカ

チを9本 の庫立 した棒 に括 りつけて広 げるとピンと張 った舞台にな

り・4本 の 水 平 な 棒 が 、 ハ ン カ チ よ り5イ ン チ 程 高 く な っ て 欄 干 の

役 に 立 っ の で あ る 。

こ の 舞 台 に24頭 の 武 装 騎 馬 兵 を 乗 せ て 東 西 に 分 か れ て 模 擬 試 合 を さ せ る 。

OxfordEnglishDictionaryでhandkerchiefを 引 い て み る と 、 一

Asmallsquareoflinen,silk,orotherfabric(which

maybeembroidered,fringed,etc.),carriedinthehand

orpocket(pockt-handkerchief)forwipingtheface ,eyes,

ornose,orusedasa.kerchieftocoverthehead
,or

wornabouttheneck(neckhandkerchieforneckerchief) .

と 出 て い て ・ そ の 用 途 は 、 い わ ゆ る ハ ン カ チ の 役 目 か ら 、 頭 を 包 ん だ り、

首 に 巻 い た りす る もの ま で あ る 。 一 辺 が2フ ィ ー ト半 の 枠 の 中 に ピ ン と張

る の で あ る か ら 、 そ れ よ り一 と 囲 り小 さ い と考 え ら れ る が 、そ れ で 約75セ ン

チ 角 の ハ ン カ チ に な る か ら、 多 分 、 首 に 巻 い た りす る類 の 大 き い も の で あ

ろ う 。

ス ィ フ トは 「ス テ ラ へ の 手 紙 」 の 中 で 、 嗅 ぎ 煙 草 を 止 め た の で 、 代 り に

ハ ン カ チ を 沢 山 買 っ て い る
,

Idinedto-dayatLordShelburn's ,whereLadyKerry

mademeapresentoffourIndiahandkerchiefs
,whichI

haveamindtokeepforlittleMD,onlythatlhadrath一
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er, &c. I have been a mighty handkerchief monger, and 

have bought abundance of snuff ones since I have left off 

taking snuff. (Chelsea, May 4  . )

と書 い て い る 。

こ の 中 のsnuffonesと い うの は 香 水 入 りの ハ ン カ チ の よ うな もの で あ

ろ う か 。Amightyhandkerchiefmonger(mongerは0・E・Dに よ れ ば ・

"
mongernearlyalwaysimpliesonewhocarriesonacontempti一 ミ

bleordiscreditable`trade'or`traffic'inwhatisdenotedbythe

firstelementofthecompound,")は 、 単 に ハ ン カ チ を 買 っ て い る こ と

を 大 仰 に 言 っ て み た だ け で あ ろ う が 、Lilliput国 で ハ ン カ チ を 使 っ て の 上

記 の よ う な 場 面 を思 い っ い た こ と を考 え合 わ せ る と面 白 い 。

と こ ろ で 、 こ の ハ ン カ チ の 舞 台 に つ い て 気 に な る数 が 二 つ あ る 。 一 っ は

正 方 形 に坑 を打 つ の に棒 を9本 使 っ た とい う と こ ろ(普 通 な ら8本 で足 り

る の だ が)。 も う一 つ は 、 棒 の長 さ は2フ ィー ト と断 わ って い な が ら一 辺,

が2フ ィー ト半 の正 方 形 を囲 む の に4本 しか 使 って い な い と こ ろ・

へ

§4.Alice・8AdventuresinWonderlandの 中 でAliGeの 身 長 は、 幾 度

か伸 び た り縮 ん だ りして い る 。 こ こで は、 彼 女 の 身 長 を知 る手.が か りに な

る箇 所 をPuffinBookか ら引 用 し、 気 付 い た こ とを い くっ か 述 べ る こ と

とす る 。

25.alittledooraboutfifteenincheshigh(p.28)

15イ シ チ ほ どの小 さ な扉

兎 の 後 を 追 って 飛 び込 ん だ 穴 の 先 にhallが あ る。 そ こか ら花 園 へ 抜 け

出 る扉 で 、 この 時 は結 局 こ こ を通 り抜 け る こ とが 出来 な い 。
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26.itledintoasmallpassage, .notmuch.largerthanarat-

hole(p.2$)

鼠 の 穴 位 の 大 き さ し か な い 、 小 さ な 通 路

27.shewasnowonlytenincheshigh ,・…shewasnowthe

rightsizeforgoingthroughthelittledoor(p .30)

背 丈 は た っ た10イ ン チ 、 こ れ で 小 さ い 扉 を 潜 る の に 丁 度 よ い大 き さ

に な っ た 。

水 薬 を 飲 ん で 小 さ く な っ た と こ ろ 。

丶

28.shewasnowmodethanninefeethigh,(p .34)

背 が9フ ィ ー ト以 上 に な っ て い た 。

鍵 に手 が届 か な い の で 、 ゲ ー キ を食 べ て 大 き くな る。 彼 女 の 居 る所 は天

井 が 低 い、along,10whallな の だ が 、 そ れ が どれ 位 の 低 さな の か は書

い て な いOPJohnTenniellの 絵 に 見 る よ う に 立 っ て は居 られ なか った の

だ ろ う。

一1

29.therewasalargepoolallroundher,aboutfourinches

deep'andreachinghalfdownthehall.(p.34)

ア リ ス の 周 囲 に 涙 の 水 溜 り が 出 来 た 、 深 さ4イ ン チ 程 で 、 ホ ー ル の

半 分 が 漬 か っ た 。

涙 の 水 溜 り が 、reachihghalfdownthehallと い うの は 、 こ めhall

が 兎 の 穴 を通 っ て や っ て 来 た 所 に あ る地 下 のhallで あ る か ら、 多 少 傾 斜

ノ

して いた とい うこ とで あ ろ う。 緩 や か に傾 斜 し て い るhallの 向 う半 分

に水 溜 りがflf来 た とい うこ と。HalfdownthehaUを 高 さの 半 分 と と る

と、 水 溜 りの深 さが4イ ン チ で は無 理 が あ る。 風 変 りな こ とが起 る国 と は

 -  40  -
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い え 、 こ の よ う な と こ ろ は 道 理 の ま ま に 考 え て 差 支 え な い 。

30.shewasnowabouttwofeethigh,andwasgoingonshrink-

ingrapidly:・ …shedroppedithastily,justintimetoavoid

shrinkingawayaltogether.(p.38)

ア リ ス は2フ ィ ー ト程 に な っ て 、 し か も ま だ ど ん ど ん 縮 ん で い た 、

そ こ で 慌 て て 扇 を捨 て た 。 す ん で の こ と で 縮 ん で 消 え 去 る と こ ろ で

あ っ た 。

9フ ィ ー トの 背 丈 か ら小 さ く な っ て ゆ く と こ ろ 。Toavoidshrinking

awayと い う表 現 が 面 白 い 。

31.herfootslipped,andinanothermoment,splash1shewas

uptoherchininsaltwater.(p.38)

足 が 滑・って 次 の 瞬 間 、首 ま で 塩 水 に漬 って い た

小 さ くな っ たAliceは 足 を滑 べ らせ て水 溜 りに落 る。 床 が平 坦 で あ れ ば 、

足 を 滑 べ らせ て か ら落 ち るま で もな く、 初 め か ら水 の 中 で あ っ た こ とだ し、

立 ち上 れ ばす む だ ろ う。

C

32.shefoundherheadpressingagainsttheceiling,andhad

tostooptosaveherneckfrombeingbroken.・ …verysoon

hadtokneeldownonthefloor,・ …and.shetriedtheeffect

oflyingdownwithoneelbowagainstthedoor,and.the

otherarmcurledroundherhead.・ …asalastresource,

sheputonearmoutofthewindowandonefootupthe

chimney,(p.54)

頭 が 天 井 に つ か え始 め た の で 、 首 の 骨 が 折 れ な い よ う に 、 か が ま な

け れ ば な ら な か っ た 。 た ち ま ち 、 床 の 上 に 膝 を つ く こ と に な っ た 。
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次 に は片 方 の 肘 を扉 に 突 っ張 り片 方 の腕 で 頭 を お さ えて 横 に な っ た。

終 い に は 、 片 腕 を窓 の 外 に 出 し片 足 を煙 突 の 中 に押 し込 ん だ 。

33.shewasaboutathousandtimesaslargeastheRabbit ,

(p.56)

兎 よ り は るか に大 き くな って い た 。

丶

34.she-swallowedoneofthecakes,andwasdelightedtofind

thatshebeganshrinkingdirectly.Assoonasshewas

smalltogetthroughthedoor,・ …(p.61)

ケ ー キ を 一 っ 飲 み 込 む と 、 と た ん に 小 さ く な り だ し た 。 扉 が 通 れ る

位 ま で 小 さ く な る の を ま っ て か ら、

引 用 文 の32、33、34はWhiteRabbitの 家 で の 出 来 事 。 大 き くな って ゆ く

様 子 を 描 写 す る の に 数 字 は 出 て い な い 。33のthousandと い う の は 、loose-

1y,exaggeratedstyle(Hornby)で あ っ て 、 文 字 通 り の 千 と い う意 味

で は な い だ ろ う。 、/

35.Therewasa-largemushroomgrowingnearher,aboutthe

sameheightasherself;(pp.63-64)

傍 らに 、 自 分 と 同 じ く ら い の 高 さ の 茸 が あ っ た 。

36.threeinchesissuchawretchedheighttobe.'`ltis

a.verygoodheightindeed1,.said ,theCaterpillarangrily,

rearingitselfuprightasitspoke(itwasexactlythree

incheshigh)(p.72)

厂3イ ン チ の 背 丈 な ん て ほ ん と に ひ ど い わ 」

「実 に 素 適 な 背 丈 じ ゃ な い か 」
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扉 が 通 れ る位(34)と か 、 自分 と同 じ位 の 茸(35)と い うの は 、3イ ン

チ(36)の こ とで 、 そ れ は ま た 、 毛 虫 の高 さで も あ る、 とい っ た 調 子 で

続 い て い る。
1

37.Herchinwaspressedsoclosely.againstherfoot.;that

therewashardlyroomtoopenhermouth;(p.73)

(背 が縮 ん で)顎 が 足 元 に 来 て い た もの だ か ら 口 を 開 け る 隙 間 も な

い 程 で あ っ た 。

38.allshecouldsee,whenshelookeddown,wasanimmense

lengthofneck,whichseemedtoriselikeastalkoutofa

seaofgreenleavesthatlayfarbelowher.(p.73)

下 を見 る と、 見 え るの は遠 々 と伸 びた 首 が 、 遥 か 下 方 の あ た り一 面

の緑 の木 の葉 の 中 か ら茎 の よ う に1本 突 き出 て い た 。

37と38も 小 さ くな っ た り大 ぎ丿くな っ た りす る部 分 の描 写 で あ るが 、 縮 ん

で しま って 口 を 開 け る 隙 間 が な い 、 とか 、 首 が茎 の よ うに 伸 びて 下 の森 を

茎 の 囲 りの葉 に見 た て る。.Carroll.の こ の よ うな空 想 は実 に 楽 し い。

39.1'vegotbacktomyrightsize.(p:76)

普 段 の 大 き さ に 戻 ら な くて は 、

40.shecamesuddenlyuponanopenplace,withalittlehouse

initabout.fourfeethigh.(p.76)

拓 け た 所 に4フ ィ ー トば か り の 小 さ な 家 が1軒 あ っ た

41.shehadbroughtherself-downtonineincheshigh.(p.77)

背 を9イ ン チ に 縮 め て
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●

42.Itwassolargeahouse,thatshedidnotliketogonearer

tillshehadnibbledsomemoreoftheleft-handbitof

mushroom,andraisedherselftoabouttwofeethigh(p.90)

と て も大 き な 家 だ っ た の で ・ 左 手 の 茸 を 噛 っ て 背 を 伸 ば し て2フ ィー

トに な っ た 。

40～42は 、 行 き先 の 家 の大 きさ に合 わ せ て 自 分 の 背 を高 く した り低 く し

た りす る と こ ろ。CheshireCatに 出合 うの は引 用 文42に 先 立 っ 部 分 で あ

る か ら、 そ の時Aliceは9イ ンチ だ った とい う こ とに な る。42の 大 きな家

とい うの は 、Hatterの 家 で 、MarchHareと テ ィー パ ー テ ィー を して い

る 所 。 1

43.Oncemoreshefoundherselfinthelonghall,andclose

tothelittleglasstable.・ …shesettoworknibblingat

themushroomtillshewasaboutafoothigh:(p.103)

小 さ く な る た め に 茸 を チ ビ チ ビ噛 っ て 、 背 が1フ ィ ー トに な る よ う

に し た 。

こ の 中 の 省 略 し た 部 分 に 次 の 一 節 が あ る 。 ・…,andbeganbytaking

thelittlegoldenkey,andunlockingthedoorthatledintothe

garden.そ れ か ら1フ ィー トに な っ てthenshewalkeddowntheli'ttle

passageと 続 い て い く。 扉 は15イ ン チ(25)で 、 そ の 先 の 通 路 は 鼠 の 穴 く

ら い(26)。 初 め に 此 処 に 来 て 通 り抜 け よ う と 小 さ くな っ た 時 は10イ ン チ で

あ っ た 。

44.Alicefeltaverycurioussensation:・ …shewasbeginning

togrowlargeragain,(p.144)

と て も変 な 感 じ が し た 。 ア リ ス は 、 ま た 、 大 き くな り 出 し た 。

ト ラ シ プ の 国 、 最 後 の 法 廷 で の 出 来 事 。 そ れ ま で は 何 か を 飲 ん だ り食 べ
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た りし て大 き さが変 って い た 。 ここで は は じめて 、 そ のよ うな 原 因 な しに大

き くな っ て 、 元 に戻 る、

45.shehadgrowntoherfullsizebythistime .(p.157)

ど ん どん 大 き く な っ て 、 す っ か り元 通 り に戻 っ て い た
。

っ ま り、 徐 々 に 夢 が 醒 め て ゆ く の で あ る
。

こうレてみてくると、二つの作品の大きさの描写がどのように異 っているか

がよくわかる・Swiftの 手法は写実的で、実物大の模型作 りにすぐに取 り

かかれ るのではないかと思 うくらいにできている。Carrollの 方は、大 き

さ或 いは小 ささについての空想を自由なことばにのせて楽 しんでいるよう

に思 われ る。1
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